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1．血液透析における生体適合性を見直す―補体活性化と 
好中球ネトーシスを基盤とした病態理解と治療展望   中山　昌明他（聖路加国際大学研究管理部）

2．透析治療と補体   水野　正司他（名古屋大学大学院医学系研究科腎不全システム治療学寄附講座）
3．透析膜材質と生体適合性―透析膜の多面性を考える   黒田　　洋他（松和会望星平塚クリニック）
4．透析膜材質と生体適合性―AN69膜の生体適合性からみた臨床効果 
   人見　泰正（桃仁会病院医療技術部）
5．中空糸内の微小循環環境における生体適合性   小久保謙一（北里大学医療衛生学部医療工学科）
6．透析用水と透析液の生体適合性―エンドトキシンフリー 
透析用水・透析液の展開と歴史的変遷   内野　順司（みはま病院 CE部）

7．血液透析の酸化ストレス―評価と対応   久野　瑞貴他（岩手医科大学泌尿器科学講座）
8．透析方法（オンライン HDF，長時間透析，頻回透析）と生体適合性   前田　兼徳（兼愛会前田医院）
9．電解水透析の生体適合性   右田　敏郎（真永会東京ネフロクリニック）

10．腹膜透析に関する生体適合性の最近の話題 
―腹膜保護から全身予後の改善へ   濱田千江子（順天堂大学保健看護学部）

コラム：水素ガスの透析医療応用   中澤　了一（東葛クリニック柏）
　　　：α1―MG除去の効果   櫻井　健治（橋本クリニック）
ミニコラム：好中球活性化とネトーシス   中山　昌明（聖路加国際大学研究管理部）
　　　　　：エンドトキシン濃度と臨床症状の関係   内野　順司（みはま病院 CE部）

特集／透析治療システムの生体適合性―基礎的知見から患者報告アウトカムまで

 （編集の都合により掲載内容が若干変更となることがあります）

OPINION 東京女子医科大学医療安全科／医療安全啓発センター 小松　康宏

特集●看取りの透析医学を考える

 1．看取りの透析医学　総説―多死社会において
 　（1）医師の立場から 東邦大学医療センター大森病院 酒井　　謙他
 　（2）看護師の立場から 東邦大学看護学部 小坂　志保
 2．透析医療における多死社会の実情と未来 医療法人有心会大幸医工学研究所 中井　　滋
 3．SDMと ACPをいつ行うのか．誰に行うのか． 板橋中央総合病院 小松　康宏
 4．パリアティブ PDについて 聖マリアンナ医科大学病院腎臓・高血圧内科 櫻田　　勉
 5．緩和ケアチームの設立と運営 東京慈恵会医科大学附属柏病院腎臓・高血圧内科 濱口　明彦
 6．緩和医療の治療薬はどのような使用するのか 西神戸ホームケアクリニック 榎本　由佳
 7．全人的苦痛に対する対応はどのように行うのか 
 たけお内科クリニックからだと心の診療所 大武　陽一
 8．家族やと透析スタッフに対するグリーフケア 日本赤十字社福岡赤十字病院看護部 池田　　綾
 9． CKM症例として看取った症例　事例紹介 
緩和医療を実践して 黒部市民病院腎臓・リウマチ内科 吉本　敬一

10． HDあるいは PD患者として看取った症例　事例紹介 
緩和医療を実践して 南魚沼市民病院透析センター 田部井　薫

コラム　 医療的ケアの必要性を分類する基準 
別表 7 服部病院腎臓内科 西　　慎一

コラム　Kidney supportive care 神戸大学大学院医学研究科腎臓内科／腎・血液浄化センター 河野　圭志
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